
(単位：千円）
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※行政経営計画査定欄には、「平成29年度行政経営計画に係る事務事業の取組方針（案）について」の政策的査定結果を記入して下さい。

28年度現計予算額 29年度当初財務部長・財政課長内示額 29年度当初予算市長復活要求額 市長復活査定額29年度当初財務部長復活内示額

頁

総　　額

府支出額 起　　債

事　　　　　　　　業　　　　　　　名

総　　額 総　　額 総　　額

一般財源 府支出額 起　　債国支出金 その他

総　　額

国支出金 府支出額 起　　債

2,750

その他 一般財源

平成29年度当初予算市長復活査定総括票

その他 一般財源 国支出金 府支出額一般財源 国支出金

2,750

12,530 100

2,850
15,280

2,750 4,665 750

0 4,710

2,750 4,665

4,760

4,010

0

0

0

0

2,750 9,375

0

0

0

750

0

0

0

0

0

2,750

4,710

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4,7600 0 0 0 0 0 0 9,375

0

0 0

4,010

1

2

000

住民センター管理運営事業

阪南コットンプロジェクト推進事業

0

0

起　　債 その他 一般財源

0

0

0

0

0

0

0

市民部　商工労働観光課部課名

0 00 0 0 0

0
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・雨漏り、防水工事
：

1,121千円

・エアコン更新 ： 1,224千円

・トイレ洋式化 ： 　367千円

・下水道接続工事 ： 1,283千円

・駐輪場整備ほか ： 3,420千円

〔要求額〕　7,415千円-（内示額　2,750千円）＝4,665千円

阪南市立住民センター条例

平成29年度当初予算　市長復活査定書

(目名） 住民センター費 （細目名）住民センター管理運営事業費 （事業名） 住民センター管理運営事業 （単位：千円）

総　　　額

財　　　　源　　　　内　　　　訳

査　定　総　額

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源 国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源

平 成 27 年 度 決 算 額

2,750 2,750

750 750

平 成 28 年 度 当 初 予 算 額

2,750 2,750

平 成 28 年 度 現 計 予 算 額 2,750 2,750

2,750

平 成 29 年 度 当 初 要 求 額

6,724

0

6,724

債務負担行為

　　　　　　　　　　　　　　　　

平成29年度当初財務部長・財政課長内示額
2,750

　　　　　　　　　　　　　　千円（　　　年度～　　　　年度）

平成 29 年度財務部長復活内示額

部課名 市民部　商工労働観光課

4,665

事　　　業　　　内　　　容 予　　算　　要　　求　　内　　容

（目的）

住民福祉の向上と地域社会の振興に資する事を目的と

して設置された市内43箇所の住民センターは、地域コ

ミュニティ施設として、市民にとって必要な施設となって

いるものの、全体の70％が建築から30年以上経過して

おり、市民が安全に利用し続けるためには、老朽化に対

応する更新が必要である。

平 成 29 年 度 復 活 要 求 額 4,665

要求Ｐ 1 査定Ｐ 1

市内43箇所の住民センターにおいて、雨漏り対応、電気使用料を徴収しているエアコ

ン設備の更新、トイレ洋式化、スロープや手すり設置などのバリアフリー化、公共下水

道の接続工事、剥落補修他改修工事等を行う。

(概要）

地域コミュニティ施設として住民福祉の向上に重要な役

割を果たしている住民センターに、市民が安全に利用す

るための必要な整備を行う。

(根拠法令）

［

［［

［復活理由

復活理由復活理由

復活理由］

］］

］

住民センターの破損や劣化等は年々増加傾向にあり、

近年では庇や壁の剥落など、利用者に危険を及ぼすも

のが発生している。設置後20年以上を経過したエアコン

も多数あり、利用者の体調面を考慮し適宜更新が必要

であるが、緊急やむを得ないものを優先的に対応する

のみとなっている。老朽化に伴う危険個所の改修に加

え、利用者の高齢化に伴うバリアフリー化の必要性も今

後さらに増加すると思われ、時代に即した改修を行い、

市民が安全に利用可能な状態で施設を維持するために

増額が必要である。
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なし

要求Ｐ 16 査定Ｐ 2

　　　　　　　　　　　　　　千円（　　　年度～　　　　年度）

0

0

予　　算　　要　　求　　内　　容

債務負担行為

(目名） 商工振興費 （細目名）ものづくり支援事業育成補助事業費 （事業名） 阪南コットンプロジェクト推進事業 （単位：千円）

(根拠法令）

事　　　業　　　内　　　容

（目的）

(概要）

　　　　　　　　　　　　　　　　

府支出金

査　定　総　額

100

財　　　　源　　　　内　　　　訳

4,010

一般財源その他

4,010

起債国支出金

4,710

3,000

部課名 市民部　商工労働観光課

総　　　額

財　　　　源　　　　内　　　　訳

100

3,710

平 成 29 年 度 復 活 要 求 額

一般財源

500

起債 その他

平 成 28 年 度 当 初 予 算 額

平 成 28 年 度 現 計 予 算 額

100

12,530 9,430

府支出金

［

［［

［復活理由

復活理由復活理由

復活理由］

］］

］

平 成 27 年 度 決 算 額

500

平 成 29 年 度 当 初 要 求 額

3,710

4,710

平成29年度当初予算　市長復活査定書

平成29年度当初財務部長・財政課長内示額
0

国支出金

　本市の綿花栽培の歴史や伝統、観光資源の一つとして市内

外に情報発信を行うことにより繊維産業や綿花栽培への理解

を深め、地産地消による綿産業の復興、繊維産業の活性化を

図り、交流人口の拡大や地域振興を図ることを目的に実施して

いる。

①阪南コットン（国産綿）を活用した製品化事業等について

②機織り体験の市民協働事業の推進事業等について

③コットンフェスティバルの開催事業等について

　阪南コットンプロジェクトを推進するため。

阪南コットン（国産綿花）を活用した製品を開発するための委託料

コットンフェスティバルの実施に係る経費

　・コットンフェスティバル出演者謝金

　・各種打合せに係る旅費

　・消耗品費

　・食糧費

　・印刷製本費

　・通信運搬費

　・文化センター施設使用料

阪南コットン体験観光推進委託事業

阪南コットン体験観光(機織り体験)推進に係る委託事業

平成 29 年度財務部長復活内示額
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